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自らの味づくりにかける情熱 
　「小学生の頃からお菓子屋になるのが夢だったんですよ」

と語る小国小坂町「角松屋」２代目の今祐介さん。両親と

三人で菓子づくりに取り組む日々を送る中で、自らの味の

創出に挑戦し続けている。 

輝きの瞬間 
と き 
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米
沢
工
業
高
校
二
年
の
木
村
健

一
君
（
古
田
）
が
、
２
０
０
４
全

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
・
レ
ス
リ
ン
グ

チ
ー
ム
日
韓
交
流
競
技
大
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

韓
国
の
ソ
ウ
ル
市
で
開
か
れ
た

こ
の
大
会
に
は
、
全
国
よ
り
二
十

名
の
選
手
が
階
級
別
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
１
２
０
㌔
級
フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル
に
出
場
し
た
木
村
君
は
、

「
韓
国
選
手
の
パ
ワ
ー
や
優
れ
た

技
術
を
試
合
や
練
習
を
と
お
し
て

経
験
で
き
ま
し
た
。」
と
感
想
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

白
い
森
音
楽
祭
２
０
０
４
が
、

九
月
十
九
日
、
白
い
森
交
流
セ
ン

タ
ー
り
ふ
れ
野
外
特
設
能
舞
台
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
音
楽
祭
は
、

置
賜
地
方
の
文
化
振
興
を
推
進
し

て
い
る
置
賜
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

実
行
委
員
会（
本
間
洋
一
委
員
長
）

が
初
め
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

町
内
の
出
演
者
の
ほ
か
、
新
潟

や
仙
台
な
ど
か
ら
十
一
団
体
が
出

演
。
ジ
ャ
ズ
や
ロ
ッ
ク
、
ブ
ル
ー

ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
訪
れ
た
五

百
五
十
人
は
、
野
外
ラ
イ
ブ
に
酔

い
し
れ
ま
し
た
。

　

東
芝
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

小
国
サ
イ
ト
（
早
川
泰
雄
サ
イ
ト

長
）
の
稲
荷
神
社
奉
納
相
撲
大
会

が
、
九
月
十
日
、
同
社
相
撲
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
や
く
み
つ
る
さ
ん
や

東
関
親
方
、
神
幸
さ
ん
が
ゲ
ス
ト

と
し
て
招
か
れ
、
相
撲
大
会
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
大
会
は
、
個
人
、

団
体
戦
の
ほ
か
、
勝
ち
抜
き
戦
の

花
相
撲
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
力
の
こ
も
っ
た
熱
戦
に
会

場
は
、
大
き
な
歓
声
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

大
技
の
連
続

東
セ
ラ
相
撲
大
会

レ
ス
リ
ン
グ
で

国
際
大
会
出
場
！

七
時
間
の
熱
演

野
外
ラ
イ
ブ

9/10

9/19

9/11～18
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ペ
ン
タ
ト
ニ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ
カ

で
う
た
う
齋
藤
壽
孝
コ
ン
サ
ー
ト

が
、
八
月
二
十
三
日
、
光
岳
寺

（
小
国
小
坂
町
）
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。　

当
日
は
、ハ
ー
モ
ニ
カ
界

の
第
一
人
者
で
あ
る
全
日
本
ハ
ー

モ
ニ
カ
連
盟
理
事
長
の
齋
藤
壽
孝

小国高等学校
外国語指導助手
マシュー・ハーパーさん

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

　８月から小国高等学校の外国語
指導助手に就任されたマシュー・
ハーパーさんにお話をうかがいま
した。
　「私は、スコットランドの首都エ
ディンバラの出身です。スコットラ
ンドは、風が強く、美しい町並み
が特徴の歴史のある町です。
　日本へは、固有の礼儀作法やエチ
ケットなどに興味を持ち、勉強した
いと思いましたので、来日すること
にしました。私の小国町の印象は、
緑が多く、故郷に似ているので、な
んだか落ち着きます。また、趣味
はスケートボードとハンディ２の
ゴルフです。冬のスキーや日本のゴ
ルフコースでプレイするのを今か
ら楽しみにしています。
　英語の授業では、西洋の文化をク
イズ形式で教えながら、子どもたち
の質問にどんどん答えていきたい
と思います。また、私が小国で生
活するにあたって、町民の皆さんが
温かく迎え入れてくれたことに対
して、非常に感謝しています。
　どうぞよろしくお願いします」。

さ
ん
を
迎
え
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、

境
内
に
は
約
百
名
の
聴
衆
が
集
ま

り
ま
し
た
。
齋
藤
さ
ん
は
、
な
じ

み
の
あ
る
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
な
ど

二
十
六
曲
を
演
奏
。
境
内
に
は
、

趣
の
あ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
が

響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

山
形
学
院
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ベ

ル
部
（
山
川
智
実
部
長
）
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
、
九
月
十
一
日
、
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
を
披

露
し
よ
う
と
初
め
て
企
画
し
た
も

の
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、「
君

を
乗
せ
て
」
な
ど
計
十
三
曲
を
披

露
。
十
九
人
が
奏
で
る
柔
ら
か
な

音
色
を
会
場
全
体
に
響
か
せ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
同
部
は
基

督
教
独
立
学
園
高
等
学
校
な
ど
で

も
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。

境内に響き渡る

ハーモニカの優しい音色

　柔らかな

ハンドベルの響き　

みどりが多く、
美しい町並みに感激

9/13

8/23
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「
広
報
お

「
広
報
お
ぐ
に
ぐ
に
」」がが
六六
〇〇
〇〇
号号
！！

町町のできごとをまとめ伝えて50年のできごとをまとめ伝えて50年
　昭和２９年３月に、旧小国町・北小国村・南小国村が合併し、
新町小国町が誕生しました。その翌月の４月に創刊した「広報
おぐに」が、今月で６００号を迎えました。創刊号でうたった町民
と行政とを結ぶ理解と融和の“ともづな”という使命に基づき、
以来、５０年にわたり、町の出来事をまとめ、伝え続けてきまし
た。今月は、これまでの広報のあゆみを振り返ります。
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広
報

　

年
の
あ
ゆ
み

５０

主な記事：
・小国町と南小国村、北小国
村が合併し、新町小国町が
誕生
・杉沢公民館が完成
・広報おぐにの創刊を祝す
　（県知事）

【創刊号】昭和２９年４月

主な記事：
・第３回町議会臨時会、焼山
診療所完成
・山形県総合体育大会山岳競
技開催のお知らせ
・消防演習

【１００号】　昭和３７年６月

※大きさがタブロイド判から
Ｂ５判へ変更
主な記事：
・新年の抱負
・山形県から町に雪上車が配
置

【１８６号】昭和４５年１月

主な記事：
・西団地の地名が、「幸町」と
なる。
・田沢頭地区で消防法講習会
開催
・統一地方選せまる

【２００号】昭和４６年３月

※表紙題字が現在のものに
主な記事：
・大石沢分校と市野々分校が
閉校に
・おぐに保育園が竣工
・強風で八千万円の被害

【２９６号】昭和５４年４月
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（
創
刊
号
〜
４
５
８
号
）

「
広
報
お
ぐ
に
」
６
０
０
号

（
４
５
９
号
〜
５
５
８
号
）

「
広
報
お
ぐ
に
」
６
０
０
号

（
５
５
９
号
〜
現
在
）

「
広
報
お
ぐ
に
」
６
０
０
号

時
代
の
変
化
に
あ
わ
せ
た 

規
格
の
変
遷

　

広
報
の
大
き
さ
な
ど
の
規
格
は
、

時
代
の
要
請
に
応
じ
て
変
更
し
て

き
ま
し
た
。
創
刊
か
ら
１
８
５
号

ま
で
は
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
（
新
聞

紙
の
１
ペ
ー
ジ
の
半
分
の
大
き

さ
）
で
発
行
し
ま
し
た
が
、
昭
和

四
十
五
年
一
月
の
１
８
６
号
か
ら

Ｂ
５
判
に
サ
イ
ズ
に
変
更
し
た
ほ

か
、
表
紙
の
題
字
に
つ
い
て
も
、

昭
和
五
十
四
年
四
月
の
２
９
６
号

か
ら
現
在
の
も
の
を
使
用
し
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
五
年
一
月
の
４
５

９
号
か
ら
は
Ａ
４
判
に
変
更
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
読
み
や
す
く
す
る
た

め
、
文
字
の
大
き
さ
も
次
の
よ
う

に
変
え
て
き
ま
し
た
。

広
報
お
ぐ
に
へ
期
待

渡
辺
英
雄
さ
ん
（
小
国
小
坂
町
）

　
「
私
は
広
報
を
読
ん
だ
後
に
、毎

号
、
つ
づ
っ
て
い
ま
す
。
私
が
広

報
を
読
ん
で
い
て
一
番
目
の
い
く

の
が
表
紙
で
す
。
見
て
い
て
気
が

つ
く
こ
と
な
の
で
す
が
、
カ
ラ
ー

表
紙
を
採
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

カ
ラ
ー
に
す
る
と
、
や
は
り
迫
力

が
違
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
市
町
村
の
広
報
と

比
べ
て
、
字
が
大
き
い
の
は
非
常

に
見
や
す
く
、
高
齢
者
に
と
っ
て

も
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
月
の
特
集
な
ど
は
、
一
つ

の
話
題
を
詳
し
く
掘
り
下
げ
、
取

り
上
げ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、

好
感
が
持
て
ま
す
。

　

以
前
も
あ
り
ま
し
た
が
、
町
出

身
の
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
連

載
し
、
交
流
の
糧
と
し
て
ほ
し
い

で
す
」。

主な記事：
・町づくり基本構想
・故井上県議をしのぶ
・小国中が県中学野球で初優
勝

・広報おぐにが３００号

【３００号】昭和５４年８月

※お知らせ版第１号を発行
　（毎月１日、１５日）
主な記事：
・山形県知事選挙
・地区対抗体育大会年間総合
成績

【お知らせ版第１号】昭和５８年４月

主な記事：
・小国町新総合計画
　（２０００年の町の姿は…）
・わが町のＪＩＭＡＮ４４
・地区対抗バスケ－優勝は北
東部東地区－

【４００号】昭和６３年１月
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の
送
り
手
と
受
け
手
が
互
い
に
交

流
を
も
つ
こ
と
の
で
き
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
役
割
が
重
要
性
を
増
し

て
い
ま
す
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
平
成

九
年
か
ら
開
設
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
画
面
で
も
広
報
お
ぐ
に
を
実
際

の
紙
面
と
同
じ
く
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
町
で
は
、
広
報
誌
だ
け

で
は
な
く
、
こ
う
し
た
媒
体
を
活

用
し
な
が
ら
行
政
情
報
の
多
様
な

発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

創
刊
以
来
、
一
貫
し
て
堅
持
し

て
き
た
「
と
も
づ
な
」
と
い
う
広

報
の
役
割
を
今
後
も
果
た
し
な
が

ら
町
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
広

報
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

町のホームページをご覧ください
（http://www.ic-net.or.jp/home/oguniww/）

塚
原
美
保
子
さ
ん
（
舟
渡
）

　
「
広
報
に
は
、
毎
月
、
目
を
通
す

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四

月
か
ら
広
報
と
お
知
ら
せ
版
が
統

合
さ
れ
ま
し
た
が
、
つ
づ
り
や
す

く
、
な
く
し
づ
ら
い
と
い
う
点
か

ら
非
常
に
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
読
ん
で
い
て
感
じ
る
こ
と
は
、

使
わ
れ
る
言
葉
が
、
少
し
わ
か
り

づ
ら
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
き

る
だ
け
行
政
の
専
門
用
語
は
使
わ

ず
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
づ
か
い

に
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
。

　

ま
た
、
写
真
を
も
っ
と
多
く

使
っ
て
、
一
目
で
内
容
が
わ
か
る

よ
う
な
広
報
を
作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
町
内
各
地
で
開
催
さ

れ
て
い
る
小
さ
な
行
事
に
つ
い
て

も
、
ぜ
ひ
、
載
せ
て
ほ
し
い
で
す
」。

多
様
な
広
報
活
動
を
展
開

　

情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、
情
報

※文字を現在の大きさに変更
主な記事：
・動き出した中高一貫教育
・町長室に専用ファックスを
設置・町長と語る日を開催

【５５９号】平成１３年５月

主な記事：
・広報おぐに５００号記念特集
・第２回小国町国際文化フェ
スティバル
・小学校社会科副読本完成

【５００号】平成８年６月

※大きさがＢ５判からＡ４判
へ変更
主な記事：
・新春紙上座談会
・市野々で離村式
・中野冬季分校開校

【４５９号】平成５年１月
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昭
和
五
十
年
十
一
月
。
国
道
一
一
三
号
の
新
潟
県
荒
川
町
と

南
陽
市
と
を
結
ぶ
七
十
九
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
が
八
年
の

歳
月
と
総
事
業
費
百
六
十
二
億
四
千
七
百
万
円
の
巨
費
が
投
じ

ら
れ
て
完
成
し
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
二
年
の
羽
越
水
害
を
き
っ
か
け
と
し
て
着
手
さ
れ

ま
し
た
こ
の
事
業
の
完
成
に
よ
っ
て
、
冬
季
間
に
お
け
る
町
外

と
の
道
路
交
通
が
可
能
と
な
る
な
ど
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
経
済
、
情

報
、
文
化
な
ど
の
多
面
的
な
交
流
が
促
進
さ
れ
、「
閉
ざ
さ
れ
た

地
域
社
会
か
ら
開
か
れ
た
社
会
」
へ
の
夜
明
け
と
な
り
ま
し
た
。

新町50周年記念

写真で振り返る５０年
シリーズ５

写真で振り返る５０年

新町50周年記念

シリーズ５

国道開通当時の沼沢地区（昭和５０年）

国道１１３号が全線開通した当時の間瀬付近の様子（昭和５０年）

国道改良前の小国高校付近の様子（昭和３０年代）

国道１１３号全面改良国道１１３号全面改良
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改良途中の赤芝峡（昭和４６年）

羽越水害後の濁流のつめ跡（昭和４２年）

　現在の約３倍、６.５㎞の峠越えを強いられた改良前の宇津峠（昭和３７年）
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す
る
国
庫
補
助
・
負
担
事
業
に
よ

る
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
実
施

の
準
備
が
整
い
ま
し
た
の
で
、
所

要
額
を
措
置
し
ま
し
た
。

　

農
業
施
設
関
係
で
は
、
高
松
地

内
の
農
地
災
害
一
カ
所
、
井
の
下

土
地
改
良
区
幹
線
用
水
路
及
び
頭

首
工
な
ど
九
カ
所
合
わ
せ
て
十
カ

所
の
復
旧
経
費
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

林
業
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
林

道
沖
庭
線
な
ど
四
カ
所
を
本
年
度

内
に
実
施
す
る
こ
と
し
、
沖
庭
線

の
山
間
部
の
三
カ
所
は
翌
年
度
に

実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

公
共
土
木
施
設
関
係
で
は
、
松

岡
大
石
線
の
朝
篠
地
内
、
松
岡
黒

沢
峠
線
の
黒
沢
地
内
の
八
カ
所
、

河
川
で
は
伊
佐
領
地
内
の
小
川
沢

川
を
は
じ
め
六
カ
所
、
計
十
四
カ

所
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
郷
土

の
森
五
味
沢
線
な
ど
山
間
部
の
道

路
六
カ
所
に
つ
い
て
は
翌
年
度
に

実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
補
正
を
含
め
、
七

九
月
定
例
議
会

二
十
五
議
案
を
審
議
可
決

　

九
月
定
例
議
会
が
、
九
月
九
日

か
ら
十
七
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
議
会
で
は
、
平
成
十

五
年
度
の
各
会
計
決
算
の
ほ
か
、

平
成
十
六
年
度
各
会
計
の
補
正
予

算
な
ど
二
十
五
議
案
が
審
議
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
一
億
八
千
四
百

七
十
四
万
三
千
円
を
追
加

　

一
般
会
計
に
、
一
億
八
千
四
百

七
十
四
万
三
千
円
を
追
加
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
補
正
後
の
一
般

会
計
予
算
の
総
額
は
、
六
十
四
億

六
千
四
百
十
四
万
二
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
災
害
復
旧
経
費
に
一
億
六

千
二
百
七
十
一
万
三
千
円

を
追
加

　

七
月
十
七
日
の
豪
雨
災
害
に
対

月
の
豪
雨
災
害
復
旧
経
費
は
、
三

億
七
百
十
六
万
八
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

▼
舟
渡
農
村
公
園
を
移
設

　

今
年
度
よ
り
山
形
県
が
着
手
す

る
県
道
五
味
沢
小
国
線
沖
庭
橋
架

け
替
え
事
業
に
伴
い
、
舟
渡
農
村

公
園
の
移
設
が
必
要
と
な
っ
た
た

め
、
公
共
事
業
の
補
償
と
し
て
、

所
用
額
を
追
加
し
ま
し
た
。

▼
小
国
い
き
い
き
街
づ
く
り

公
社
へ
出
資

　

町
の
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
株

式
会
社
小
国
い
き
い
き
街
づ
く
り

公
社
へ
の
出
資
者
の
減
に
よ
り
、

そ
の
保
有
株
に
つ
き
ま
し
て
、
出

資
比
率
に
応
じ
た
株
数
を
引
き
受

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

一
部
の
簡
易
水
道
料
金
を 

値
上
げ

　

水
道
法
の
改
正
に
伴
い
、
水
質

検
査
方
法
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
か

ら
検
査
費
用
が
大
幅
に
増
加
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
尻
無
沢

地
区
、
五
味
沢
地
区
、
新
股
・
河

原
角
地
区
の
簡
易
水
道
料
金
を
見

直
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

地
域
資
源
活
用
総
合
交
流
促

進
施
設
工
事
の
契
約
を
決
定

　

小
玉
川
農
村
広
場
公
園
内
に
整

備
す
る
地
域
資
源
活
用
総
合
交
流

施
設
建
設
工
事
の
請
負
契
約
を
締

結
し
ま
し
た
。
契
約
の
相
手
方
は
、

山
和
建
設
株
式
会
社
で
契
約
金
額

は
、
五
千
四
百
六
十
万
円
。
平
成

十
七
年
三
月
の
完
成
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

収
入
役
事
務
を
助
役
が
兼
務

　

収
入
役
の
事
務
を
助
役
が
兼
ね

て
処
理
す
る
こ
と
と
し
、
小
国
町

収
入
役
事
務
兼
掌
条
例
を
設
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
九
月
二

十
日
か
ら
収
入
役
を
置
か
ず
、
助

役
が
収
入
役
の
事
務
を
兼
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

人　
　

事

　

今
回
の
議
会
で
、
選
任
ま
た
は
、
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組
織
す
る
栄
町
親
興
会
（
須
貝

新
二
会
長
）
が
、
明
る
い
地
域
づ

く
り
推
進
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
申
請
し

て
い
た
も
の
で
、
今
年
四
月
に
採

択
さ
れ
、
設
立
さ
れ
ま
し
た
。設

置
場
所
は
、
旧
町
立
病
院
跡
地

よ
り
、中
央
通
り
商
店
ま
で
の
約

二
百
メ
ー
ト
ル
の
間
で
、
水
銀
灯

十
二
基
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

栄
町
親
興
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
、
旧
病
院
跡
地
を
利
用
し
た

花
壇
の
整
備
や
、自
ら
が
主
体
と

な
っ
て
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の

各
種
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。

　

栄
町
一
地
区
で
進
め
ら
れ
て

い
た
防
犯
灯
の
工
事
が
、
八
月
に

完
成
し
、安
全
・
安
心
な
地
域
づ

く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
防
犯
灯
は
、栄
町
一
地
区

在
住
の
皆
さ
ん
四
十
一
世
帯
で

就任のあいさつ
小国町助役  加藤春雄

当
主
査
兼
中
央
児
童
室
長
）
岩
沢

ち
か

●
配
置
替
え
（
九
月
二
十
一
日
）

▼
出
納
主
幹
（
出
納
主
幹
兼
出
納

室
長
）
�
井
和
喜
▼
健
康
福
祉
課

生
活
福
祉
推
進
室
長
兼
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
次
長
兼
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
次
長
兼
中
央
児
童
室

長
（
健
康
福
祉
課
生
活
福
祉
推
進

室
長
兼
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
次
長

兼
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
次

長
）
舟
山
忠
夫

任
命
に
同
意
さ
れ
た
特
別
職
の
か

た
が
た
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

助　
　

役　

加
藤　

春
雄
氏

監
査
委
員　

伊
藤
敬
二
郎
氏

教
育
委
員　

河
内　

昭
佐
氏

　
　
　
　
　

佐
藤　

光
信
氏

町
職
員
の
人
事
異
動

●
昇
任
（
九
月
二
十
一
日
）

出
納
室
長
（
健
康
福
祉
課
地
域
福

祉
担
当
主
査
兼
お
ぐ
に
保
育
園
担

　このたび９月２０日をもちまして、
小国町助役を拝命いたしました。

折りしも今年は新町が誕生してから５０年の節目
を迎えました。これまでの町づくりを振り返り
ながら、住みやすい町の実現に一層、努めてま
いる所存であります。
　さて、現在の地方自治体を取り巻く環境は、
少子高齢化の進行、地方分権、三位一体の改革
などさまざまな場面で大きく変化いたしており
ます。また、これに伴い、行政需要も多様化し
ておりますので、こうした動向を見極めながら、
新しい時代にふさわしい自立したまちづくりに
努力してまいります。
　町民の皆様の一層のご指導とご鞭撻を賜りま
すようお願い申し上げます。

安全・安心な地域づくりに

栄町一地区に
防犯灯を整備
自治宝くじコミュニティ自治宝くじコミュニティ
助成事業で助成事業で
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■病院事業会計決算
１０億１,００７万円病院事業収益
１０億３,６６２万円病院事業費用

　　　※外来患者　５２,１０５人　　入院患者　１６,６３８人
■老人保健施設事業会計決算

２億７,０３３万円老健施設事業収益
２億６,４０６万円老健施設事業費用

　　　※施設入所者　　　１５,８３３人　　短期入所者　９０３人
　　　　通所リハ利用者　４,２８３人　　居宅支援　　１３４人
■水道事業会計決算

１億　７００万円水道事業収益
　８,１６４万円水道事業費用

■工業用水道事業会計決算
　５,０６４万円水道事業収益
　５,０５９万円水道事業費用

■国民健康保険事業特別会計決算
７億８,５１１万円収　　　　入
７億４,０７６万円支　　　　出

■老人保健特別会計決算
１１億８,６５１万円収　　　　入
１１億７,８０８万円支　　　　出

■下水道事業特別会計決算
４億２,１９４万円収　　　　入
４億２,１６０万円支　　　　出

■介護保険特別会計決算
７億２,５２４万円収　　　　入
７億１,５６３万円支　　　　出

歳入（町に入ってきたお金） 66億5,716万６千円

子育て支援センター設置運営事業

分担金及び負担金 
　　　5,704万4千円 
諸収入 
　　　9,560万7千円 
使用料及び手数料 
　１億1,362万7千円 
地方特例交付金 
　　　2,564万7千円 
財産収入 
　　　1,613万2千円 

0.9％ 
（△25.0％） 

1.4％ 
（△13.0％） 

1.7％ 
（△30.5％） 

0.4％ 
（△14.6％） 

0.2％ 
（△22.2％） 

町税　16.6％ 
11億　405万9千円 
（1.6％） 

国庫支出金 
4.8％ 
３億2,174万2千円 
（△17.4％） 

町税　16.6％ 
11億　405万9千円 
（1.6％） 

繰越金　3.8％ 
２億5,512万9千円 
（△8.6％） 

繰入金　0.5％ 
3,047万5千円 
（△91.5％） 

県支出金　5.2％ 
3億4,404万円 
（△11.0％） 
 

町債　16.8％ 
11億1,570万円 
（35.7％） 

（　％）は平成14年度に対する伸び率 

29億5,009万5千円 
　　（△5.6％） 

地方交付税 
44.3％ 

全体に 
占める割合 

国庫支出金 
4.8％ 
３億2,174万2千円 
（△17.4％） 

9,896万2千円 
8,358万1千円 
3,648万4千円 
691万1千円 
167万1千円 
26万　円 

（6.6％） 
（9.0％） 
（3.4％） 

（△29.3％） 
（4.4％） 
（皆増） 

地方消費税交付金 
地方譲与税 
自動車取得税交付金 
利子割交付金 
交通安全対策特別交付金 
寄付金 

1.5％ 
1.3％ 
0.5％ 
0.1％ 
0.0％ 
0.0％ 

依存財源 

74.5％ 

25.5％ 
自主財源 

「６３億３,７７９万「６３億３,７７９万１１千円千円」」でした。
【一般会計の決算のあらまし】
　平成１５年度は、厳しさを増している国及

び地方を取り巻く財政状況とともに、特に

「三位一体改革」に伴う財政構造の変容に

対処していくため、当面の間を「行財政改

革緊急実施期間」として位置づけ、経常的

支出の抑制に努めながら、少子高齢社会へ

の対応や産業経済の活性化及び景気雇用対

策等の施策の展開を図ってまいりました。

【入ってきたお金】
　町に入ってきたお金のうち国庫支出金は、

道路改築事業等の減少により、１７.４％の減

額となった他、県支出金は、農村総合整備

事業および林業構造改革事業の事業費の減

少により前年度に比べ１１.０％の減となりま

した。

　地方交付税は、交付すべき額の一部が地

方債に振替されたことや普通交付税が減額

となったため、１億７,４８７万５千円の減額と

なりました。

　さらに、町税は景気の低迷により、町民

税が大幅に減収となったものの、事業所の

新設に伴い法人税が増額となったほか、前

年度から繰り越された固定資産税が増収と

なりました。この結果、町税は、１,７２７万７

千円の増額となりました。

　この結果、一般会計の歳入総額は、前年

度に比べ４.７％の減額の６６億５,７１６万６千円

となりました。
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その他の 
経費 

投資 
的経費 

繰出金 
積立金 
出資・貸付金 

6.2％ 
0.0％ 
1.8％ 

３億9,044万1千円 
　 18万4千円 

１億1,375万3千円 

（△8.1％） 
（△27.6％） 
（9.3％） 

人件費　16.7％ 
10億5,961万4千円 

（△1.8％） 

公債費　23.2％ 
14億7,066万6千円 
（3.2％） 

人件費　16.7％ 
10億5,961万4千円 

（△1.8％） 扶助費　5.9％ 
３億7,127万8千円 

（△19.3％） 

公債費　23.2％ 
14億7,066万6千円 
（3.2％） 

普通建設事業　12.3％ 
７億7,690万7千円（△39.0％） 
災害復旧事業　0.2％ 
1,399万1千円（△15.8％） 

物件費　12.8％ 
８億1,257万9千円 
（1.7％） 

維持補修費　5.2％ 
３億3,064万6千円 
（9.1％） 

補助費等　15.7％ 
９億9,773万2千円 
（2.4％） 

45.8％ 

12.5％ 

41.7％ 

義務的 
経費 

主な事業
【総務費】

３,２３０万円法定外公共物譲与申請事業
２,７９２万円戸籍電算化事業
２,１８９万円総合計画フォローアップ事業

【民生関係】
８,７０５万円支援費支給事業
２０７万円軽度生活支援事業
１,５３８万円子育て支援センター設置運営事業

【衛生費】
１,９３９万円合併処理浄化槽設置事業
３,２３４万円老人保健事業
１４万円健康づくり事業

【労働費】
１８３万円雇用相談室開設事業
６４０万円緊急雇用促進助成事業

【農林水産業費】
１億２,１９４万円新山村振興等農林漁業特別対策事業
１,１１４万円経営構造対策事業
３,３８５万円農村総合整備事業
５８４万円食の文化、産業づくり推進事業

【商工費】
４０万円地域づくり型ビジネス創造推進事業

５,８９５万円第三セクター再生事業
【土木費】

２,７１８万円幸町地区流雪溝整備事業
１億　３０２万円町道横川ダム湖岸線道路整備事業
７,５７３万円町道長沢三面線道路改良事業

【教育費】
６１４万円小中高一貫教育支援事業
５９９万円子育て支援ネットワーク事業

１億　８４７万円北部小中学校屋内運動場改築事業

歳出（まちづくりに使ったお金） 6３億3,７７9万１千円

雇用相談室開設事業

北部小中学校屋内運動場改築事業

平成１５年度の一般会計の総額は
【使ったお金】
　投資的経費は、町道整備事業や経営構造

対策事業、北部小中学校屋内運動場改築事

業などの事業を実施しました。

　また、義務的経費の人件費は、職員数の

削減等により昨年度に比べ１.８％の減額と

なりました。公債費（町の借入金の償還元

金と利子の合計額）は、臨時財政対策債の

増額と公有林施業転換資金の借り入れによ

り３５.７％の増額となりました。

　その他の経費の物件費は、戸籍電算化事

業や法定外公共物の譲与申請の実施により

前年度に比べ１.７％の増額となりました。維

持補修費は、平成１６年１月から２月にかけ

て豪雪に見舞われたことなどから、増額と

なりました。また、補助費等については、

小国クリーンセンターの廃止にかかる一部

事務組合負担金および第三セクター再生事

業において損失補償を行った結果、前年度

に比べ２.４％の増額となりました。

　この結果、一般会計の歳入総額は、前年

度に比べ５.８％の減額の６３億３,７７９万１千円

となりました。



14

「
白
い
森
」
と
共
に
。

「
白
い
森
」
と
共
に
。

「
白
い
森
」
と
共
に
。

「
白
い
森
」
と
共
に
。

木漏れ日が 揺れる、魂が踊る
万有の生命がひとつになるとき

■
創
作
舞
台
「
白
い
森
賛
歌
」
で
は
、
大
門
四
郎
氏
と
北
部
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
共
演

揺れる、魂が踊る
万有の生命がひとつになるとき

■
至
芸
を
披
露
―
狂
言
／
二
人
袴
よ
り

新町５０周年記念新町５０周年記念

日
仏
芸
術
文
化
公
演
開
催

�

�

�

�

���������

���������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

今
回
で
十
年
目
を
迎
え
た
白
い
森
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
を
記
念

し
た
日
仏
芸
術
文
化
公
演
が
、
九
月
五
日
、
白
い
森
交
流
セ
ン
タ
ー
り
ふ

れ
野
外
特
設
能
舞
台
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
白
い
森
国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
十
七
人
の
受
講
生

が
八
月
二
十
九
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で
、
能
楽
師
の
九
世 
観  
世  
銕  
之  
丞 
さ

か
ん 
ぜ 
て
つ 
の 
じ
ょ
う

ん
ら
を
講
師
に
迎
え
、
能
や
バ
レ
エ
な
ど
一
流
の
舞
台
芸
術
を
学
ん
で
い

き
ま
し
た
。

■モダンダンスとアフリカ打楽器の共演は
観客を魅了した



木漏れ日が 揺れる、魂が踊る

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
受
講
生
た
ち
が
真
剣
な
表
情
で
一
流
の
芸
を
学
ぶ

木漏れ日が  

■
大
自
然
を
バ
ッ
ク
に
舞
台
芸
術
を
思
う
存
分
展
開

参加者からの声

何度足を
運んでも
あきない小国

　豊かな自然の中で、のびのび

と演技する出演者をうらやまし

く思いました。小国には毎年、

来ていますが、大自然はもとよ

り、そこに暮らしている方が魅

力で、何度足を運んでもあきま

せん。

花柳吉衛さん（東京都）

緊張した
能舞台での
演奏

　野外能舞台での演奏は初めて

だったので、少し緊張しました。

でも、思ったより、うまく太鼓

が叩けたので、自分では満足し

ています。また、機会があった

ら能舞台で演奏をしてみたいで

す。

鼓友塾

大谷有平君（西）

雄大な自然に
感激

　雄大な自然の中で練習でき、

とても充実した１３日間でした。

虫や川の音、そして、風のにお

いなど全てが新鮮でした。また、

小国を訪れてみたくなりました。

小国の皆さん、本当にありがと

う！

ワークショップ受講生

細川侑希さん
（大阪府）

■ワークショップ発表会では、１３日間の練習
の成果を披露

■バレエの出前ワークショップより（伊佐領
小学校）

■勇壮な太鼓の演奏を披露する鼓友塾
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段
差
の
な
い
床
。
手
す
り
の
つ
い
た

ろ
う
下
。
大
き
な
窓
か
ら
は
明
る
い
光

が
さ
ん
さ
ん
と
差
し
込
ん
で
い
ま
す
。

車
椅
子
の
お
年
寄
り
に
優
し
く
笑
顔
で

話
し
か
け
て
い
る
職
員
の
方
々
。
中
学

一
年
の
秋
、
老
人
介
護
施
設
温
身
の
郷

を
訪
れ
た
私
は
、
そ
の
恵
ま
れ
た
施
設

を
見
て
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
そ
の
年

に
亡
く
な
っ
た
祖
父
の
こ
と
を
思
い
出

し
ま
し
た
。

　

私
の
祖
父
は
、
長
い
間
寝
た
き
り
で

し
た
。
自
分
の
力
で
は
歩
く
こ
と
も
、

話
す
こ
と
も
自
由
に
で
き
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
そ
の
祖
父
を
ず
っ
と
長
い
間
、

家
族
で
介
護
し
続
け
て
き
た
の
で
し
た
。

仕
事
を
持
つ
父
と
母
が
家
に
い
な
い
時

の
介
護
の
中
心
は
、
や
は
り
祖
母
で
し

た
。
食
事
の
世
話
は
も
ち
ろ
ん
、
祖
父

を
寝
室
か
ら
別
の
部
屋
に
移
す
時
、
百

四
十
セ
ン
チ
の
祖
母
が
百
七
十
セ
ン
チ

あ
る
祖
父
を
一
人
で
抱
え
て
い
た
の
で

す
。『
肩
が
痛
い
、
腰
が
痛
い
』
と
訴
え

る
祖
母
の
つ
ら
そ
う
な
姿
を
見
て
私
も

手
伝
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て

祖
父
を
抱
え
た
時
の
重
さ
は
予
想
以
上

で
し
た
。「
こ
ん
な
に
重
い
じ
い
ち
ゃ
ん

を
毎
日
一
人
で
運
ん
で
た
ん
だ
な
ぁ
。」

　

だ
か
ら
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
設
備
が

あ
っ
た
ら
、
祖
母
も
も
っ
と
楽
に
介
護

で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
の

で
す
。
そ
し
て
同
時
に
、
あ
ん
な
に
大

変
だ
っ
た
祖
父
の
介
護
を
家
族
だ
け
で

し
続
け
て
い
た
こ
と
を
不
思
議
に
思
い

ま
し
た
。

　

私
は
、
帰
宅
後
す
ぐ
に
、

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
じ
い
ち
ゃ
ん
の
介
護

が
大
変
で
施
設
に
お
世
話
に
な
ろ
う
と

は
思
わ
ね
が
っ
た
ん
？
。」と
た
ず
ね
ま

し
た
。
す
る
と
祖
母
は
、

「
じ
ぶ
ん
が
一
番
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と

わ
か
っ
て
っ
か
ら
、
ほ
か
の
人
が
世
話

す
る
よ
り
、
自
分
が
世
話
し
た
ほ
う
が

い
い
と
思
っ
た
ん
だ
。
施
設
を
利
用
し

よ
う
と
は
思
わ
ね
が
っ
た
な
。」と
答
え

ま
し
た
。「
自
分
が
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と

を
一
番
わ
か
っ
て
い
る
」
こ
の
一
言
に
、

私
は
祖
母
の
祖
父
に
対
す
る
深
い
愛
情

を
感
じ
ま
し
た
。

　

大
正
十
四
年
生
ま
れ
の
祖
父
が
祖
母

と
出
会
っ
て
結
婚
し
た
の
は
、
昭
和
二

十
七
年
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
祖
父
は
、

終
戦
後
も
捕
虜
と
な
り
、
シ
ベ
リ
ア
で

強
制
労
働
を
さ
せ
ら
れ
、
や
っ
と
の
思

い
で
日
本
へ
帰
っ
て
き
た
と
い
う
話
で

し
た
。
結
婚
後
は
、
農
業
を
し
な
が
ら
、

三
人
の
娘
を
育
て
上
げ
、
こ
れ
か
ら
の

ん
び
り
暮
ら
せ
る
と
思
っ
た
矢
先
に
、

祖
父
が
病
に
倒
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

祖
父
五
十
八
才
、
祖
母
五
十
一
才
の
時

で
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
九
年
間
、
祖
母

は
祖
父
の
介
護
の
中
心
と
な
っ
て
苦
労

し
続
け
て
き
ま
し
た
。
祖
母
は
、
自
分

の
苦
労
よ
り
も
、
祖
父
の
「
家
族
と
一

緒
に
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う
願
い
を
叶

え
る
た
め
に
、
頑
張
り
続
け
て
き
た
の

で
す
。
祖
母
の
祖
父
へ
の
愛
情
が
、
私

た
ち
家
族
の
絆
を
よ
り
一
層
深
め
て

い
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
環
境
の

整
っ
た
施
設
を
利
用
し
な
い
で
、
祖
父

を
最
後
ま
で
自
分
の
手
で
介
護
を
し
続

け
た
祖
母
を
、
私
は
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

祖
父
を
見
送
り
、
今
、
祖
母
は
一
人
で

寝
て
い
ま
す
。
も
う
夜
中
に
何
度
も
起

き
る
必
要
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
楽
に

は
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
心
な

し
か
さ
み
し
そ
う
で
す
。
今
、
祖
母
に

と
っ
て
の
生
き
が
い
は
畑
仕
事
と
仏
だ

ん
に
供
え
る
花
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

私
も
、
祖
母
の
よ
う
に
深
く
強
く
家
族

を
愛
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ひ
と
に

な
り
た
い
、
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

（
原
文
の
ま
ま
）

　

第
四
十
三
回
山
形
県
少
年
の
主

張
小
国
地
区
大
会
が
、
九
月
七
日
、

小
国
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
各
中
学
校
か
ら
代
表

九
人
が
参
加
し
、
日
頃
の
体
験
か

ら
学
ん
だ
こ
と
を
主
張
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
小
国
中
学
校
三

年
の
塚
原
梢
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
最
優
秀
賞
▽
祖
母
の
姿
に
学
ぶ

　
（
小
国
中
三
年　

塚
原
梢
）

■
優
秀
賞
▽
母
へ
の
感
謝
状

　
（
北
部
中
三
年　

齋
藤
和
美
）

■
優
良
賞
▽
素
直
な
自
分
に

　
（
白
沼
中
三
年　

齋
藤
玲
子
）

第４３回 少年の主張小国地区大会

�
祖
母
の
姿
に
学
ぶ
�

小
国
中
３
年　

塚
原  
梢
さ
ん 

少
年
の
主
張
小
国
地
区
大
会

最
優
秀
弁
論
論
旨
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暑
い
夏
が
過
ぎ
、
よ

う
や
く
秋
に
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
お
元
気
で

す
か
。

　

朝
晩
の
涼
し
さ
と
と
も
に
空
気

も
乾
燥
し
始
め
ま
し
た
。
呼
吸
器

の
粘
膜
の
敏
感
な
方
に
と
っ
て
は

咳
な
ど
の
症
状
の
で
や
す
い
季
節

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
日
は
咳
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

咳
に
は
大
き
く
分
け
て
二
種
類
が

あ
り
ま
す
。
痰
を
伴
う
咳
と
伴
わ

な
い
咳
で
す
。
痰
を
伴
う
咳
に
は
、

肺
や
気
管
支
に
バ
イ
菌
な
ど
が
感

染
し
て
炎
症
が
引
き
起
こ
さ
れ
、

粘
膜
が
破
壊
さ
れ
て
分
泌
物
が
多

く
な
っ
た
り
し
て
で
る
咳
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
痰
を
伴
わ
な
い
咳

に
は
、
気
温
や
湿
度
の
変
化
な
ど

の
刺
激
で
で
る
咳
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
咳
の
止
め
方
で
す
が
、

阿
部
吉
弘

町
立
病
院  
院
長　

癒しの園癒しの園
健康考話健康考話

シリーズ 7

痰
を
伴
う
咳
に
は
、
咳
を
直
接
止

め
る
薬
は
使
用
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
気
管
支
に
バ
イ

菌
が
感
染
し
て
い
る
場
合
、
私
た

ち
は
咳
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
痰

と
と
も
に
、
体
の
炎
症
の
原
因
に

な
っ
て
い
る
バ
イ
菌
を
体
か
ら
追

い
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

時
に
咳
を
止
め
て
し
ま
う
と
、
バ

イ
菌
が
外
に
追
い
出
さ
れ
ず
、
気

管
支
の
中
も
痰
が
あ
ふ
れ
、
か

え
っ
て
呼
吸
が
苦
し
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
痰
を
出
や
す
く

す
る
薬
を
使
い
ま
す
。
痰
が
ど
ん

ど
ん
体
の
外
に
出
て
い
く
と
、
自

然
に
咳
が
止
ま
り
ま
す
。
痰
が
出

な
く
な
っ
て
も
ま
だ
咳
が
止
ま
ら

な
い
と
き
に
は
、
補
助
的
に
咳
を

直
接
止
め
る
薬
を
使
っ
て
様
子
を

み
ま
す
。
お
話
し
し
ま
し
た
た
よ

う
に
、
咳
は
異
物
や
痰
を
体
外
に

出
す
重
要
な
体
の
防
御
機
能
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
な
か
に
、
長
引
く
咳

や
夜
間
の
安
眠
を
妨
げ
る
咳
で
お

悩
み
の
方
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

咳
は
い
ろ
い
ろ
な
病
気
の
症
状
で

も
あ
り
ま
す
。
お
悩
み
の
方
は
ど

う
ぞ
医
療
機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

小国町長

小 野 精 一

町長室だより
　

六
百
号
を
刻
ん
だ
「
広
報
お

ぐ
に　

月
号
」
を
お
届
け
い
た

１０

し
ま
す
。

　

旧
小
国
町
・
北
小
国
村
・
南

小
国
村
が
合
併
し
、
新
町
が
誕

生
し
た
昭
和
二
十
九
年
四
月
に

第
一
号
を
発
刊
し
て
以
来
、
五

十
年
の
あ
ゆ
み
を
経
て
広
報
も

一
つ
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
ご
愛
読
い
た
だ

い
て
ま
い
り
ま
し
た
皆
様
方
に
、

改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
も
、
町
職
員
時
代
の
数
年

間
、
広
報
業
務
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
広
報
誌
の
大
き
さ
も
、

発
行
当
時
の
タ
ブ
ロ
イ
ド
版

（
新
聞
紙
一
ペ
ー
ジ
の
半
分
の

大
き
さ
）
か
ら
Ｂ
５
判
へ
、
そ

し
て
現
在
の
Ａ
４
判
へ
と
変

わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
印
刷
方
法
も
一
つ
一

つ
の
活
字
を
組
ん
で
印
刷
し
て

い
た
活
版
印
刷
か
ら
写
植
印
刷

へ
と
変
わ
り
、
さ
ら
に
、
担
当

者
が
原
稿
を
出
す
方
法
も
、
手

書
き
の
原
稿
用
紙
か
ら
ワ
ー
プ

ロ
で
加
工
し
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー

デ
ィ
ス
ク
へ
、
そ
し
て
、
今
で

は
文
書
だ
け
で
な
く
、
写
真
も

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
の
メ
ー
ル
送

信
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

レ
イ
ア
ウ
ト
用
紙
に
三
角
定

規
、
原
稿
用
紙
と
ト
レ
ー
シ
ン

グ
ペ
ー
パ
ー
と
い
っ
た
か
つ
て

の
広
報
担
当
者
の
七
つ
道
具
は

見
か
け
ら
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

印
刷
技
術
の
進
歩
や
そ
の
加

工
速
度
が
速
ま
っ
た
と
し
て
も
、

町
の
出
来
事
を
写
真
撮
影
し
、

文
章
に
ま
と
め
、
活
字
で
伝
え

て
い
く
と
い
う
広
報
が
果
た
し

て
き
た
情
報
伝
達
の
原
理
に
何

も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

行
政
情
報
を
迅
速
に
か
つ
適

正
に
伝
え
て
い
く
行
政
広
報
の

使
命
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
な

が
ら
、
町
民
皆
さ
ん
に
一
層
愛

さ
れ
る
「
広
報
お
ぐ
に
」
を
、

今
後
も
積
み
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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町
営
住
宅
等
の
入
居
者
募
集

■
町
営
住
宅

▼
幸
町
団
地　
　

２
Ｋ　
　

２
戸

▼
小
坂
町
団
地　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

▽
対
象　

同
居
す
る
親
族
が
あ
り
、

住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た
で
前

年
度
所
得
額
が
月
額
二
十
万
円

以
下
の
か
た

■
勤
労
者
住
宅

▼
小
坂
町
１
号
棟　

■
月
会
費　

大
人　

五
百
円
、
子

ど
も　

二
百
五
十
円

■
問
合
先　

川
部
（
�
０
９
０
―

２
６
０
６
―
９
４
５
４
）
へ

ち
ぎ
り
絵
教
室
受
講
生
募
集

■
日　

時

　
　

月
９
日
�
よ
り
毎
月
第
２
、

１０第
４
土
曜
日

　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

■
場　

所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
費　

用　

材
料
費
実
費

■
持
ち
物　

は
さ
み
、
筆
記
用
具
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
、
古
い
絵
筆
、
糊

な
ど

皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　� ６２－２６１１

小国町健康まつり
新町５０周年記念

■日　時　１１月７日�　９：４５～１６：００

■場　所　総合センター、町民体育館、温泉健康館

　　　　　ゆ～ゆ

■内　容

▽健康づくり講演会

９：４５～１１：３０　総合センター集会室
� �����������������

▼演題「楽しく動いて、健康づくり」

▼講師　快フィットネス研究所　秋葉早緒氏　

▽食の提案・試食コーナー

１１：３０～　温泉健康館ゆ～ゆ食堂周辺　
� ����������������������

地元の食材や雑穀を使った料理の試食

▽体験を通して健康づくり

▼「温水プールを利用した運動」　温泉健康館ゆ～ゆ
� ���������������

　○１回目　１３：３０～１４：００

　○２回目　１５：００～１６：００

※各回とも定員は２５名です。希望されるかたは申し

込みが必要です。

▼「歯の健康相談、検診」

　１１：３０～１５：００　総合センター保健室
� �����������������

▼「ニュースポーツ（新種目）紹介」

　１３：３０～１６：００　町民体育館
� ���������

▽展示、子育て支援、健康相談コーナー

１０：００～１６：００

▼「展示コーナー」　総合センター研修室
� �����������������

　介護用品展示、高齢者作品展、食に関する健康情報

▼「子育て支援コーナー」　総合センター会議室
� �����������������

　親子体操、絵本の読み聞かせなど

※託児も受け付けています。希望されるかたは、申

し込みが必要です。

▼「健康相談コーナー」　総合センター研修室
� �����������������

　アルコールパッチテスト、血圧、体脂肪測定

■申込・問合先　健康福祉課へ

　

２
Ｄ
Ｋ　

１
戸
、
２
Ｋ　

２
戸

▽
対
象　

小
国
町
で
働
い
て
い
る

か
た

■
募
集
期
間　
　

月
４
日
�

１０

　
　
　
　
　
　
　

〜　

日
�

１１

■
入
居
時
期　
　

月
上
旬

１１

■
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

よ
さ
こ
い
サ
ー
ク
ル 

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ  
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ 

会
員
募
集

■
日　

時　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

■
場　

所　

町
民
体
育
館

■
申
込
先　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
�　

―
２
８
２
５
）
へ

６２

大
里
峠
越
え
交
流
会

■
日　

時　
　

月　

日
�

１０

１７

　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時

■
集
合
場
所

　

役
場
東
側
駐
車
場

■
募
集
人
員　
　

名
５０

■
参

加

費　

無
料

■
内　
　

容　

大
里
峠
を
関
川
村

側
か
ら
登
り
、
小
国
町
側
に
下

り
ま
す
。（
雨
天
時
に
は
行
程
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
持
参
す
る
も
の　

昼
食
、
飲
み

物
、
折
り
鶴
な
ど

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

１０

１２

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
整
備
課

へ体
験
活
動
指
導
者
実
技
研
修
会

■
日　

時　
　

月　

日
�

１０

３０

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
対　

象　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
る
か
た
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
指
導
者
、
子
ど
も
会

育
成
会
の
関
係
者
、
学
校
関
係

の
か
た
な
ど
、
青
少
年
の
体
験

活
動
に
興
味
が
あ
る
か
た
な
ら

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

■
内　

容

　

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
手
品

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

１０

２５

■
申
込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会

事
務
局
へ

健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

■
日　

時　
　

月　

日
、　

日
、

１１

１８

２５

　

月
２
日
、
９
日
、　

日
、
平

１２

１６

成　

年
１
月　

日
、　

日
、　

１７

１３

２０

２７

日
、２
月
３
日
、　

日
、　

日（
毎

１０

１７
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週
木
曜
日
）
計　

回　

午
後
１

１１

時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

■
対
象
者　

運
動
を
し
て
も
問
題

の
な
い
か
た
で
、
中
性
脂
肪
の

高
い
か
た
、
健
康
や
ス
ポ
ー
ツ

に
興
味
の
あ
る
か
た

■
定　

員　
　

名
１０

■
内　

容　

体
力
測
定
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
方
法
指
導
、
水
中
運
動
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
個
別
指
導

■
受
講
料　

三
千
円

■
申
込
方
法　

町
民
体
育
館
に
用

意
し
て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
受
講
料
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

町
民
体
育
館

（
�　

―
５
４
２
１
）
へ

６２

＊＊＊新刊図書＊＊＊
◆ハリー・ポッターと不死鳥の騎士団　上下　

Ｊ・Ｋローリング
◆パラレル 長嶋　　有
◆坂の上の雲　全六巻 司馬遼太郎
◆愛華、光の中へ 坪田　愛華
◆ホテリアー　上 カン・ウンギョン
◆山名の不思議 谷　　有二
◆県民力ズバリ！わかる本 ロム・インターナショナル
◆原子力のことがわかる本 舘野　　淳
◆揺さぶられっ子症候群と子どもの事故

伊藤　昌弘
◆日常語の意味変化辞典 堀井令以知
※ほか多数入荷しました。

今月の町長と語る日は１０月２９日�です。
お気軽においでください。

総合センターから総合センターから

年金相談

○日　程　１０月２０日�
○受　付　１０：３０～１４：３０
○場　所　役場町民相談室
○内　容　年金に関すること
○問合先　町民課へ

行政相談

　行政全般について、困っていること、納得
のいかないこと、要望したいことなどの相談
に行政相談員が応じます。相談は無料で、秘
密は厳守されますので、気軽に相談してくだ
さい。
○日　程　１０月１８日�　１０：００～１５：００
○場　所　行政相談員　本間とみ氏宅
　　　　　（�６２－２０９１）
○問合先　町民課へ

にこにこ相談

○日　程　１０月２１日�
○場　所　置賜生涯学習プラザ（長井市）
○内　容　子どもの発達に関する相談
○対　象　障害の心配のある幼児、児童、生
徒とその保護者のかた
○費　用　無料
○申込期限　１０月７日�
○申込・問合先　県教育センター発達相談受
付専用電話（�０２３－６５４－６０６０）へ

時
〜　

日
�
午
前　

時　

分　

１４

１１

３０

（
一
泊
二
日
）

■
場　

所　

　

国
民
宿
舎
飯
豊
梅
花
皮
荘

■
募
集
人
員　

先
着　

名
２５

■
内　

容　

撮
影
基
礎
講
座
お
よ

び
風
景
等
の
基
礎
講
座

▽
講
師　

写
真
家　

鈴
木
一
雄

▽
撮
影
場
所　

樽
口
峠
、
玉
川
周

辺
、
温
身
平
な
ど

■
参
加
費　

一
万
三
千
円

　
　
　
　
　
（
一
泊
三
食
付
）

※　

日
の
夕
食
は
、
交
流
会
と
な

１３り
ま
す
。　

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

１０

２９

■
申
込
・
問
合
先

　

お
ぐ
に
白
い
森
㈱
（
�
０
２
３

８
―　

―
４
５
１
８
）
へ

６２

第
２
回 

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
日　

時　
　

月　

日
�

１０

１６

　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

５０

１２

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
「
風
の
ホ
ー
ル
」

■
内　

容　

人
形
劇（
劇
団
あ
い
）、

食
の
提
案（
お
に
ぎ
り
と
汁
物
）、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■
参
加
費　

大
人
、
子
ど
も
と
も

に
一
人
三
百
円

■
持
ち
物　

は
し
、
お
わ
ん

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

１０

１３

■
申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課

へ

温
泉
健
康
入
浴
体
験
ツ
ア
ー 

参
加
者
募
集

■
日　

時　
　

月
５
日
�

１１

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜

１０

■
場　

所　
 
梅
花
皮 
荘

カ

イ

ラ

ギ

　
（
現
地
集
合
と
な
り
ま
す
）

■
内　

容　

正
し
い
入
浴
法
、
ヘ

ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
、
ア
ロ
マ
テ

ラ
ピ
ー
な
ど

■
定　

員　
　

名
３０

■
参
加
費　

三
千
円

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

１１

１８

■
申
込
・
問
合
先　

置
賜
地
域
温

泉
活
用
実
行
委
員
会
事
務
局

（
�
０
２
３
８
―　

―
３
０
０

２２

４
）
へ　

木
工
ま
つ
り

■
日　

時　
　

月
９
日
�

１０

　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

■
場　

所　

ア
ス
モ
西
側
駐
車
場

お
よ
び
山
形
銀
行
小
国
支
店
駐

車
場
周
辺

■
内　

容　

伝
統
儀
式
の
上
棟
祭

の
再
現
、
手
づ
く
り
加
工
品
販

売
、
木
工
体
験
、「
匠
の
技
」
体

験
、
住
宅
相
談
会
な
ど

■
問
合
先　

小
国
町
商
工
会

　
（
�　

―
４
１
４
６
）
へ

６２

梅
花
皮
荘　

写
真
教
室

■
日　

時　
　

月　

日
�
午
前　

１１

１３

１０
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マ
ギ
ー
司
郎
・
審
司 

ス
ペ
シ
ャ
ル
マ
ジ
ッ
ク
＆

ト
ー
ク
シ
ョ
ー　

お
ぐ
に

ｉｎ

■
日　

時　
　

月　

日
�

１０

２３

　

昼
の
部　

午
後
１
時
〜

　

夜
の
部　

午
後
６
時
〜

■
場　

所　

町
民
体
育
館

■
前
売
料
金　

大
人　

三
千
五
百

円
、
小
人
（　

歳
以
下
）
千
円
、

１８

幼
児　

無
料
（
た
だ
し
、
当
日

券
は
大
人
四
千
円
、
小
人
前
売

料
金
と
同
じ
に
な
り
ま
す
）

※
Ｏ
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
で
も
入
場

券
が
交
換
で
き
ま
す
。

　

大
人
千
五
百
ポ
イ
ン
ト
、
小
人

三
百
ポ
イ
ン
ト
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

券
三
千
ポ
イ
ン
ト

■
問
合
先　

�
小
国
ポ
イ
ン
ト
会

（
�
小
国
町
商
工
会
内　

―
４

６２

１
４
６
）
へ

サ
ッ
カ
ー
観
戦

　

�
山
形
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興　

世
２１

紀
協
会
が
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
小
国
町
民
の
か

た
が
た
を
招
待
し
ま
す
。
無
料
で

す
が
、
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
の

で
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　
　

月　

日
�

１０

１６

　

キ
ッ
ク
オ
フ　

午
後
２
時
〜

　
（
午
後
１
時　

分
ま
で
に
受
付

３０

を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
）

■
場　

所　

山
形
県
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場

■
料　

金　

無
料

■
定　

員　

先
着　

名
（
定
員
に

２０

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
方
法　

口
頭
ま
た
は
電
話

で
申
込
受
付
順
に
チ
ケ
ッ
ト
を

お
渡
し
し
ま
す
。

■
チ
ケ
ッ
ト
申
込
受
付
日
時

　
　

月
４
日
�
〜
８
日
�

１０

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
申
込
・
問
合
先　

町
民
体
育
館

　
（
�　

―
５
４
２
１
）
へ

６２

▽
『
あ
そ
び
の
広
場
』

■
日　

程　
　

月　

日
�
、　

日

１０

１９

２６

�
（
子
育
て
講
座
）「
歯
科
健
康

教
室
」、　

月
２
日
�
、
９
日
�

１１

■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▽
『
な
か
よ
し
広
場
』

■
日
程
と
場
所　

▼　

月　

日
�
、　

月
４
日
�

１０

２１

１１

　

総
合
セ
ン
タ
ー
交
流
室

▼　

月　

日
�
、　

月　

日
�

１０

２８

１１

１１

　

お
ぐ
に
保
育
園　

■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

▽
『
子
ど
も
愛
ラ
ン
ド
』

■
日　

時　
　

月　

日
（
第
２
土

１１

１３

曜
日
）
９
時
〜　

時　

分

１２

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
てててててててててててててててててててて
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららら
か
ら

場　　所対　　象受　付　時　間乳 幼 児 健 診月　日

健康管理センター
※持ち物
母子健康手帳、問診票
（３カ月児、１歳児健
康診査は除く）

１６年１～５月生まれ１３：００～１３：３０ポリオ予防接種１１/１０

１６年８月生まれ

１３：００～１３：１５

３カ月児健康診査
１１/２６

１５年１１月生まれ１歳児健康診査

１４年３～５月生まれ２歳児歯科健康診査１１/３０

保健カレンダー

■問合先　健康福祉課へ

■
内　

容　

お
楽
し
み
工
作
と
読

み
聞
か
せ

※
詳
し
い
こ
と
は
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
�　

―
２
３
３
０
）
へ

６２

　

月
は
土
地
月
間
で
す

１０
　
　

月
１
日
か
ら　

日
は
「
土
地

１０

３１

月
間
」
で
す
。大
規
模
な
土
地
の
取

引
き
に
は
、届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引
は

①
市
街
化
区
域　

二
千
㎡
以
上

②
①
を
除
く
都
市
計
画
区
域
五

千
㎡
以
上

③
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

１
万
㎡
以
上

○
届
出
は
誰
が
、
い
つ
す
る
の

　

土
地
の
取
得
者
（
買
主
）
が
、

契
約
（
予
約
）
し
た
日
か
ら
２

週
間
以
内
に
、
役
場
総
務
企
画

課
へ
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

○
届
出
を
し
な
い
と
ど
う
な
る
の

　

届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り

の
届
出
を
す
る
と
、
法
律
で
罰

せ
ら
れ
ま
す
。

■
問
合
先　

総
務
企
画
課
へ

恩
給
欠
格
者
、引
揚
者
の
皆
様
へ

　

特
別
基
金
で
は
、
次
の
か
た
に

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
な
ど
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

○
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
、
恩
給
欠
格
者

○
終
戦
に
伴
い
、本
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
か
た

■
請
求
書
類
は
、
健
康
福
祉
課
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
請
求
期

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

独
立
行
政
法
人
平
和

記
念
事
業
特
別
基
金
（
�
０
１

２
０
―
２
３
４
―
９
３
３
）
へ

お
ぐ
に
の
物
産
市

　

こ
の
た
び
、
東
京
都
虎
の
門
で

お
ぐ
に
の
物
産
市
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
家
族
や
ご

親
戚
の
方
な
ど
で
東
京
近
辺
に
お

住
ま
い
の
方
へ
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

■
日　

時

　
　

月　

日
�
〜　

日
�

１０

１８

２２

　
　

時　

分
〜　

時

１０

３０

１９

　
（　

日
の
み　

時
ま
で
）

２２

１７

■
場　

所

　

や
ま
が
た
プ
ラ
ザ　

ゆ
と
り
都

■
販
売
品　

な
め
こ
、
ま
い
た
け

な
ど
の
き
の
こ
類
、
山
菜
加
工

品
、
新
米
、
雑
穀
、
漬
物
、
も

ち
、
菓
子
類
等
（
予
定
）

■
問
合
先　

小
国
町
観
光
協
会
へ

　
（
�　

―
２
１
１
１
）

６２
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小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

お知らせコーナーお知らせコーナー

　１０月８日�に１０月期（平成１６年６月
～９月分）の児童手当を振り込みます。
振込通知は郵送しておりませんので、
該当されるかたは確認してください。
　また、児童手当制度改正に伴い、新
たに該当になったかたについては、平
成１６年４月分、５月分をあわせて振り
込みます。
　児童手当は、申請していただくこと
によって支給できるようになっていま
す。次のような場合で、まだ申請を行っ
ていないかたは早めに手続きを行って
ください。
●平成７年４月以降に子どもが生まれ
たが、まだ申請をしていない。
●転入届は出したが、児童手当の手続
きを忘れていた。
●以前、所得超過によって受給資格を
喪失したが、その後所得額が減った。
または、扶養親族等の数が増えたた
めに、所得制限限度額をこえなく
なった。など
○所得制限などがあり
ますので、詳しいこ
とは健康福祉課へ。

10月８日（金）

児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす児童手当を振り込みます

　町では、インフルエンザの予防接種を希望される６５歳
以上のかたに、接種料金の一部を助成します。６５歳以上
のかた全員に個人通知しますが、接種は希望されるかた
が対象となります。
■対 象 者　　町内在住で、接種日当日に満６５歳以上の

接種を希望されるかた
■接種期間　　１１月１日�～平成１７年１月３１日�
■自己負担額　１,５００円
■申込方法　　事前に電話で医療機関へ予約してくださ

い。１０月１８日�より予約を受け付けます。
■接種場所　　今医院、町立病院
　　　　　　　※今医院は予約の必要がありません
■問 合 先　　健康福祉課へ

助成します
 

就業時間年 齢職　　　種求人数事　業　所　名
８：００～１７：００１８～５５土木施工管理技士、土木作業員４人山 和 建 設 ㈱
８：００～１７：００２５～４５土木建築作業員１人安 部 工 業 ㈱
８：００～１７：００不問ダンプ運転手、事務員５人大 河 内 産 業 ㈲
８：００～１７：００不問土木作業員３人㈱ 船 山 工 務 店

８：００～１７：００１８～４５
土木施工管理技士、重機
オペレーター、分別事務員

５人㈱ 横 川 建 設

８：００～１７：００１８～４５板金、溶接加工員１人㈲ ウ ェ ー ブ
８：００～１７：１０不問組立工、マシンオペレーター２人㈱ 井 上 製 作 所
８：００～１７：４０不問マシンオペレーター５人㈱クリスタルプロットラッド山形営業所
８：００～１６：５０不問マシンオペレーター３人㈱ミナトエンジニアリング
８：３０～１６：４０ほか１８～４９オペレーター３人㈱アイライン山形支店
８：３０～１６：４０ほか１８～４５重機オペレーター５人㈱ダイテック小国事業所
８：３０～１７：００３０～６５洗浄工１人㈲ 小 国 技 研
８：００～１７：００１８～６５交通誘導１０人㈲ 村 上 警 備 保 障
８：００～１７：００１８～４０電気工事２人ハ イ コ ー ㈱
８：００～１６：４５ほか２０～４０給油業務員４人㈱ジェイエイサービスおきたま
８：３０～１６：４０ほか１８～５０シリコンウェハー製造５人㈱トーコー庄内営業所
８：００～１７：３０２８～５０製造管理１人ひさご電材㈱小国工場
８：３０～１７：１０不問機械設計３人㈱インタープロジェクト新潟営業所
９：００～１７：４５２２～４０機械設計１人㈱インタープロジェクト仙台営業所
８：００～１７：００不問サービス、役務係１人アベプランニング
８：００～１７：００２０～４０セールスドライバー２人ヤマト運輸㈱小国営業所
８：００～１８：００の間４時間１８～２５事務、営業１人㈲メディアサービス
８：００～１７：３０３０～５７営業１人㈲ 東 部 開 発
９：００～１７：１５２０～５０保険営業１０人日本生命保険相互会社川西営業所
９：１０～１６：５０２５～５５保険営業５人朝日生命保険相互会社長井営業所
１０：００～２０：００１８～４０店員２人㈲ ク リ エ イ ト
８：４５～１８：００１８～５０店員２人㈲ 蔵 王 ス ト ア ー
８：００～１７：００１８～４０農産物加工３人㈲新股・河原角農畜産物加工施設
８：００～１７：００１８～４５麺製造２人㈱ 小 国 製 麺
８：００～１７：００ほか１８～４５店員１人㈲コンビ二ステーションオレンジ
１１：００～２０：００ほか２０～３０精肉加工員、店員２人㈱ 肉 の 白 萩 屋
１０：００～１７：００不問食堂店員２人ワンダーランド子天狗
１１：００～１４：００ほか１８～４５調理、販売６人㈲白い森よこね物産品直売所
９：００～１８：００ほか２３～６５介護員４人㈱キュアドリーム
９：００～１８：３０ほか不問薬剤師、医療事務員２人カインドネス㈲おぐに調剤薬局
９：００～１６：００ほか不問薬剤師１人㈲白い森調剤薬局

　右の表は、９月１７日現在の新規求人の内
容です。無効になっている場合もあります
のでご了承ください。このほかの求人情報
は、ハローワーク長井（�８４－８６０９）へ。

求人情報求人情報求人情報



お知らせコーナーお知らせコーナー

ホームページアドレス　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｉｃ-ｎｅｔ.ｏｒ.ｊｐ/ｈｏｍｅ/ｏｇｕｎｉｗｗ/
総合センター（教育委員会事務局） �６２－２１４１　  町民体育館 �６２－５４２１　  町立病院 �６１－１１１１　  老人保健施設 �６１－１２００

※詳しいことは、教育委員会事務局へ

※詳しいことは、小国町文化協会事務局（教育委
員会事務局内）へ

　平成１６年度「小国町文化祭」に出展する作品を
募集します。
■受付日時　１０月１8日�～２８日�
　　　　　　　午前８時３０分～午後５時
■出展対象者　小学生以上のかたであれば、どな

たでも出品できます。また、全て
の作品について、テーマは自由で
す。

■申込方法　総合センターに用意してある申込
書に必要事項を記入し、作品に添
えて申し込んでください。

■申 込 先　総合センター
■作品返却　１１月５日� 午後１時より、総合セ

ンターで返却します。

　「平成１６年度小国町文化祭」を開催します。入場
は無料ですのでぜひお越しください。
■日　程

内　　　容時　　間場　所日程

作品展示９：００～２０：００
町民体育館

１１月
２日
� 茶　席１０：００～１５：３０

作品展示９：００～２０：００

町民体育館１１月
３日
�

茶　席１０：００～１５：３０

物産販売１０：００～１６：００

舞台発表
（芸能まつり）

１２：００～１６：３０

舞台発表
（民謡まつり）

１８：００～２１：００総合センター

沖庭小学校歌舞伎
古田歌舞伎

１２：３０～１６：３０沖庭小学校１１月
６日
� 山遊亭金太郎落語会１８：００～１９：３０総合センター留 意 事 項規　　　　格種別

雅号で出品されるかた
は、別紙に本名を書いて
作品と一緒に提出してく
ださい。

半紙・画仙紙・条巾半切
などを使用してください。

書道

額縁などに入れて提出
してください。

洋画・日本画・版画・彫
刻・陶芸・デザインなど
で、大きさは自由です。

絵画
など

題名・撮影年月日・場所
を記入してください。額
縁などに入れて提出して
ください。

白黒・カラープリントのど
ちらでも構いません。大き
さは４つ切り以上。組写
真にする場合は、キャビ
ネ版以上の大きさを使用
してください。

写真

額縁などがあれば入れ
て提出してください。雅
号で出品されるかたは、
別紙に本名を書いて作
品と一緒に提出してくだ
さい。出品は１人につき
２作品までとします。

短冊または色紙にかい
てください。

俳句
・
短歌

特に留意事項は
ありません。

ワラ・竹・つる・紙細工な
どを材料に用いたもので、
大きさは自由です。

民芸品

編み物・刺しゅうなどのも
の

手芸品

町の歴史などに関係す
るもの

郷土
資料

特に規定はありません。
生け花
・盆栽

小国町文化祭出展作品募集

　国民年金に加入している間には、就職や退職、
結婚など、さまざまな節目が訪れます。これに
よって、国民年金の加入の種類や保険料の納め
かたも変わりますので、そのつど届け出が必要
になります。
　届け出を忘れると、年金が受けられなくなる
こともあります。　特に、サラリーマンの奥さん
など、配偶者に扶養されているかたは、配偶者
に異動があったときにも届け出が必要になるの
で、ご注意ください。
　次のような場合は、町民課窓口に届け出をし
てください。
○学生や、自営業などのかたが２０歳になったとき
○住所が変わったとき
○退職したとき
＜サラリーマンの奥さんの場合＞
○パートなどの収入が増えて夫から扶養されな
くなったとき

○夫が退職したとき
■問合先　町民課へ

～こんなときは
町民課窓口に届出を～



お知らせコーナーお知らせコーナー

小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

　９月２２日に県より公表された、平成１６年度の地
価調査結果について、小国町に関するものは次の
とおりです。
■基準地の標準価格（平成１６年度７月１日現在）

平成１６年度

■問合先　地域整備課へ

変動率
（％）

前年価格
（円／㎡）

当年価格
（円／㎡）

基準地の所在

－４.４１３,５００１２,９００兵庫舘一丁目６番１１

－２.２２２,７００２２,２００緑町二丁目１３番５

－３.０１０,１００　９,８００北字原野８０番２５

－７.０１７,２００１６,０００兵庫舘三丁目５番１８外３筆

－８.８
（円／１０a）
６８,０００

（円／１０a）
６２,０００

小国小坂町字八木沢三１２５番

地価調査結果地価調査結果地価調査結果
　

皆
さ
ん
は
横
断
歩
道
付
近
に
歩
行
者
が
い
た
ら
、

そ
の
手
前
で
一
時
停
止
を
し
て
い
ま
す
か
。

　

死
亡
事
故
の
約
２
割
は
、
横
断
歩
行
者
が
被
害
に

あ
う
形
態
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
夕
暮
れ
が
早
ま
る

秋
か
ら
毎
年
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

山
形
県
警
察
が
、
信
号
無
視
、
指
定
場
所
一
時
不

停
止
、
横
断
歩
行
者
妨
害
の
取
締
り
を
強
化
す
る
こ

と
を
受
け
、
小
国
警
察
署
で
は
、
特
に
横
断
歩
行
者

妨
害
の
取
締
り
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

横
断
歩
行
者
に
対
し
て
優
し
い
運
転
に
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

小
国
警
察
署

横
断
歩
道
に
注
意
し
て
い
ま
す
か
？

横
断
歩
道
に
注
意
し
て
い
ま
す
か
？

国民健康保険・老人保健制度

入院時の費用の
減額認定申請について

※入院時一部負担金の減額については、国民健
康保険高齢受給者証、老人医療受給者証をお
持ちのかたのみです。
■申請に必要なもの　保険証、高齢受給者証ま
たは老人医療受給者証、旧認定証（お持ちの
かたのみ）
■申請・問合先　町民課へ

　公共下水道計画区域外における生活雑排水を浄
化し、きれいな環境を守るために、合併処理浄化
槽を設置するかたに補助を行っています。環境に
やさしい合併処理浄化槽の普及促進にご協力をお
願いします。
■対 象 者　公共下水道計画区域外に家屋等を所
有し、基準に適合した合併処理浄化槽を設置す
るかた

■補助金額

※東部地区については、水源地域対策特別措置法
に基づき平成１９年度末までに設置の場合に限り、
補助金額の上乗せがあります。また、単独処理
浄化槽からの切替の場合上記金額に一律８万円
を加算補助します。

■申請期限　申請期限は設けておりませんが、予
算の都合上、早めに申請してくださ
い。

■問 合 先　地域整備課へ

東部地区（叶水、新股、
大石沢、河原角）※平
成２０年３月３１日まで

公共下水道
計画区域外

人　槽

　９６２,０００円３７５,０００円５人槽

１,２１２,０００円４３８,０００円７人槽

１,７１９,０００円５５５,０００円１０人槽

合併処理浄化槽設置補助のお知らせ

　医療機関に入院した場合に支払う入院時一時
負担金や、入院時の食事代の標準負担額（１日
７８０円）は、所得や入院日数などにより軽減さ
れる場合があります。該当するかたは病院に入
院する前に役場町民課で申請し、認定証の交付
を受けてください。
　なお、認定証の有効期限は毎年７月末日です
ので、旧認定証をお持ちのかたも再度申請が必
要です。
■対象者および負担額

※
入院時一部
負担金
（月額上限）

入院時食事
代の標準負
担額（１日
あたり）

要　　件

２４,６００円
６５０円９０日までの入院

住
民
税
非
課
税
世
帯

５００円
過去１２カ月で９０
日を超える入院

１５,０００円３００円

必要経費・控除
を差し引いた所
得が０円の世帯
に属するかた

入院時の費用の
減額認定申請について
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今
月
は
、
百
円
シ
ョ
ッ
プ
シ
ル
ク

ア
ス
モ
店
店
長
安
部
清
也
さ
ん
に

お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
当
店
は
、
今
年
の
五
月
に
白
い

森
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア
ス
モ

内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。約
百
坪

の
大
き
な
面
積
の
中
で
、
全
商
品
、

百
五
円
（
税
込
価
格
）
と
い
う
非
常

に
お
買
い
求
め
や
す
い
値
段
で
、
何

で
も
揃
え
る
店
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。商
品
の
品
数
は
豊
富
で
、

食
料
品
、雑
貨
、台
所
用
品
な
ど
あ

ら
ゆ
る
も
の
が
百
五
円
で
お
買
い

求
め
い
た
だ
け
ま
す
。ま
た
、
当
店

で
は
、毎
日
パ
ソ
コ
ン
で
発
注
し
て
い

ま
す
の
で
、可
能
な
限
り
お
客
様
の

ご
要
望
を
お
聞
き
し
て
、
発
注
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。こ
れ
か
ら
も

地
域
に
根
ざ
し
た
商
品
を
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
夏
は
、お
祭
り
の
際
の
各
種

用
品
、
花
火
な
ど
が
非
常
に
好
評

で
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
行
楽
の

秋
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
紙
コ
ッ
プ

や
箸
な
ど
の
芋
煮
会
用
品
や
モ
ミ

ジ
や
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
造
花
な
ど

秋
物
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
店
を
の
ぞ
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

品
数
が
豊
富
で
す
の
で
商
品
の

場
所
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、ご
案

内
い
た
し
ま
す
の
で
、
声
を
掛
け
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
従
業

員
一
同
、
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
」。

（
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―
０
０
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３
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１００円ショップシルク店内の様子

人
口
の
う
ご
き 

誕生おめでとうございます。 

ゆ う き  

若 山  舟　山　祐　希 
喜　春 
王　偉 （ 

り 　 お  

兵 庫 舘  齋　藤　梨　甫 
拓　也 
望　美 （ 

て ん せ い  

幸 町  加　藤　天　星 
欽　一 
絵理子 （ 

た く ろ う  

　 北 　  佐　藤　琢　郎 
友　春 
敦　子 （ 

さ 　 ゆ  

宮 の 台  穴　沢　咲　裕 
洋　一 
裕　子 （ 

ゆ う や  

小 国 町  前　田　友　也 
光　輝 
悦　子 （ 

　  

叶 水  松　井　はんな 
信　人 
知　恵 （ 

おくやみ申し上げます。 

人  口　男 … 4,907人（＋2） 

女 … 5,166人（＋6） 

計…10,073人（＋8） 

世帯数 　　3,310世帯（＋6） 

平成16年8月31日 

尻 無 沢  

小国小坂町 

石 滝  

(96) 

(81) 

(72)

塩　川　與佐雄 

　今　　新次郎 

水　野　博　行 

　

特
集
で
も
お
伝
え
し
た

よ
う
に
、
広
報
お
ぐ
に
が

半
世
紀
の
時
を
経
て
六
百

号
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
さ

ん
か
ら
の
情
報
が
あ
っ
て

の
広
報
お
ぐ
に
。
情
報
や

話
題
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
、
取
材
に
協
力
し
て
く
れ
た
皆

さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　

現
在
の
起
こ
っ
て
い
る
出
来
事

を
町
の
あ
ゆ
み
と
し
て
次
の
世
代

へ
伝
え
る
―
。
携
っ
て
い
て
思
う

の
で
す
が
、
広
報
の
役
割
は
、
な

ぜ
か
リ
レ
ー
に
似
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
発
行

日
が
遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

次
の
走
者
へ
確
実
に
バ
ト
ン
を
つ

な
い
で
い
き
た
い
で
す
。（
井
上
）
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